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介
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谷
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。
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史
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史
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。
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西
暦

和
暦

年
齢

で
き
ご
と

時
代
背
景

一
八
九
九
年
明
治
三
二
年
０
歳
七
月
二
四
日
、
入
谷
五
丁
目
に
生
ま
れ
る
。

一
九
〇
四
年

　
日
露
戦
争

一
九
〇
六
年
明
治
三
九
年
6
歳
座
間
小
学
校
の
尋
常
科
に
入
学
す
る
。

一
九
一
三
年
大
正

　
二
年
16
歳
座
間
小
学
校
高
等
科
を
中
退
す
る
。

一
九
一
四
年

　
第
一
次
世
界
大
戦

一
九
一
九
年
大
正

　
八
年
19
歳
座
間
小
学
校
の
代
用
教
員
と
な
る
。

一
九
二
三
年
大
正
十
二
年
22
歳
座
間
村
処
女
会
の
会
長
に
就
任
す
る
。

一
九
二
三
年

　
関
東
大
震
災

一
九
二
七
年
昭
和

　
二
年
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歳
女
子
青
年
会
の
功
に
よ
り
、
鈴
木
利
貞
と
県

知
事
表
彰
を
受
け
る
。

一
九
二
九
年
昭
和

　
四
年
29
歳
一
月
に
母
親
が
亡
く
な
る
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一
九
三
二
年
昭
和

　
七
年
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座
間
小
学
校
の
代
用
教
員
を
退
職
す
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座
間
村
女
子
青
年
会
長
を
辞
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す
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た
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【
文
・
絵

　
作
者
紹
介
】

伊
藤
恵
は
、
座
間
市
の
元
教
育
委
員
で
、
今
回
の
文
章
を
執
筆
し
た
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大
谷
之

彦
は
、
座
間
市
教
育
研
究
所
の
教
育
史
編
集
員
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の
教
育
史
に
つ
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て
長

年
に
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り
研
究
し
、
今
回
の
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と
な
る
研
究
所
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原
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執
筆
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61 座間村女子青年会を育てる

昭
和
初
期
、
座
間
の
女
子
青
年
会
は
、
文
部
大
臣
の
表
ひ
ょ
う

彰し
ょ
うを

受
け
る
ほ
ど
模も

範は
ん

的
で
、

そ
の
先
進
的
な
活
動
は
全
国
か
ら
視し

察さ
つ

に
来
る
ほ
ど
で
し
た
。
田
舎
だ
っ
た
座
間
で
、
ど

う
し
て
そ
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
高
松
ミ
キ
と
い
う
女
性

の
熱
意
と
愛
情
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
。

座
間
小
学
校
で
育
ま
れ
た
ミ
キ

高
松
ミ
キ
は
、
明
治
三
十
二
年
（
１
８
９
９
年
）
七
月
二
十
四
日
に
、
高
座
郡
座
間
村

座
間
入
谷
（
現
在
の
皆み

な

原ば
ら

地
区
、
入
谷
五
丁
目
）
に
住
ん
で
い
た
高
松
住じ
ゅ
う

吉き
ち

の
長
女
と

し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
家
は
農
家
で
、
賢け

ん

次じ

と
い
う
弟
が
い
ま
し
た
。
ミ
キ
は
、
明
治

三
十
九
年
（
１
９
０
６
年
）
に
尋じ

ん

常じ
ょ
う

高
等
座
間
小
学
校
（
以
下
座
間
小
学
校
と
い
う
）
の

尋
常
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
座
間
小
学
校
の

尋
常
科
で
ミ
キ
を
担
当
し
た
鈴
木
利と

し

貞さ
だ

に
よ
れ
ば
、
教
科
書
以
外
に
も
、
本
を
数
え
き
れ

ぬ
ほ
ど
読
み
、
し
っ
か
り
と
し
た
意
見
を
持
っ
た
子
ど
も
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
鈴

鈴
木
利
貞

座
間
小
学
校
の
教
員
で
、
座

間
の
幼
年
会
を
始
め
た
人
。

「
郷
土
の
先
人
に
学
ぶ
」
の

第
一
話
（
５
ペ
ー
ジ
か
ら
）
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座
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年
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県
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鈴
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年
九
二
九
一

和
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月
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和
昭

　

年
七

32
歳

。
る
す
職
退
を
員
教
用
代
の
校
学
小
間
座

。
る
す
任
辞
を
長
会
年
青
子
女
村
間
座

年
三
三
九
一

和
昭

　

年
八

33
歳

。
る
す
京
上

五
三
九
一

年

和
昭

　
十
年
35
歳

。
く
開
を
塾
道
書
で
鴨
巣
西

年
九
三
九
一　

戦
大
界
世
次
二
第
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四
九
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六
十
和
昭

年
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歳

。
る
な
く
亡
め
た
の
気
病
、
月
二

絵
・
文
【

　

】
介
紹
者
作

之
谷
大
。
た
し
筆
執
を
章
文
の
回
今
、
で
員
委
育
教
元
の
市
間
座
、
は
恵
藤
伊

長
て
い
つ
に
史
育
教
の
間
座
、
で
員
集
編
史
育
教
の
所
究
研
育
教
市
間
座
、
は
彦

山
。
た
し
筆
執
を
稿
原
報
所
究
研
る
な
と
元
の
章
文
の
回
今
、
し
究
研
り
渡
に
年
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た
し
当
担
を
絵
挿
、
で
員
教
の
科
術
美
る
す
務
勤
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校
学
中
内
市
、
は
子
祐
上

高松ミキ

高松ミキの
生家の場所

座間市地図
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西
暦

和
暦

年
齢

で
き
ご
と

時
代
背
景

一
八
九
九
年
明
治
三
二
年
０
歳
七
月
二
四
日
、
入
谷
五
丁
目
に
生
ま
れ
る
。

一
九
〇
四
年

　
日
露
戦
争

一
九
〇
六
年
明
治
三
九
年
6
歳
座
間
小
学
校
の
尋
常
科
に
入
学
す
る
。

一
九
一
三
年
大
正

　
二
年
16
歳
座
間
小
学
校
高
等
科
を
中
退
す
る
。

一
九
一
四
年

　
第
一
次
世
界
大
戦

一
九
一
九
年
大
正

　
八
年
19
歳
座
間
小
学
校
の
代
用
教
員
と
な
る
。

一
九
二
三
年
大
正
十
二
年
22
歳
座
間
村
処
女
会
の
会
長
に
就
任
す
る
。

一
九
二
三
年

　
関
東
大
震
災

一
九
二
七
年
昭
和

　
二
年
23
歳
女
子
青
年
会
の
功
に
よ
り
、
鈴
木
利
貞
と
県

知
事
表
彰
を
受
け
る
。

一
九
二
九
年
昭
和

　
四
年
29
歳
一
月
に
母
親
が
亡
く
な
る
。

一
九
三
二
年
昭
和

　
七
年
32
歳
座
間
小
学
校
の
代
用
教
員
を
退
職
す
る
。

座
間
村
女
子
青
年
会
長
を
辞
任
す
る
。

一
九
三
三
年
昭
和

　
八
年
33
歳
上
京
す
る
。

一
九
三
五
年
昭
和

　
十
年
35
歳
西
巣
鴨
で
書
道
塾
を
開
く
。

一
九
三
九
年

　
第
二
次
世
界
大
戦

一
九
四
一
年
昭
和
十
六
年
41
歳
二
月
、
病
気
の
た
め
亡
く
な
る
。

【
文
・
絵

　
作
者
紹
介
】

伊
藤
恵
は
、
座
間
市
の
元
教
育
委
員
で
、
今
回
の
文
章
を
執
筆
し
た
。
大
谷
之

彦
は
、
座
間
市
教
育
研
究
所
の
教
育
史
編
集
員
で
、
座
間
の
教
育
史
に
つ
い
て
長

年
に
渡
り
研
究
し
、
今
回
の
文
章
の
元
と
な
る
研
究
所
報
原
稿
を
執
筆
し
た
。
山

上
祐
子
は
、
市
内
中
学
校
に
勤
務
す
る
美
術
科
の
教
員
で
、
挿
絵
を
担
当
し
た
。
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61 座間村女子青年会を育てる

昭
和
初
期
、
座
間
の
女
子
青
年
会
は
、
文
部
大
臣
の
表
ひ
ょ
う

彰し
ょ
うを

受
け
る
ほ
ど
模も

範は
ん

的
で
、

そ
の
先
進
的
な
活
動
は
全
国
か
ら
視し

察さ
つ

に
来
る
ほ
ど
で
し
た
。
田
舎
だ
っ
た
座
間
で
、
ど

う
し
て
そ
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
高
松
ミ
キ
と
い
う
女
性

の
熱
意
と
愛
情
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
。

座
間
小
学
校
で
育
ま
れ
た
ミ
キ

高
松
ミ
キ
は
、
明
治
三
十
二
年
（
１
８
９
９
年
）
七
月
二
十
四
日
に
、
高
座
郡
座
間
村

座
間
入
谷
（
現
在
の
皆み

な

原ば
ら

地
区
、
入
谷
五
丁
目
）
に
住
ん
で
い
た
高
松
住じ
ゅ
う

吉き
ち

の
長
女
と

し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
家
は
農
家
で
、
賢け

ん

次じ

と
い
う
弟
が
い
ま
し
た
。
ミ
キ
は
、
明
治

三
十
九
年
（
１
９
０
６
年
）
に
尋じ

ん

常じ
ょ
う

高
等
座
間
小
学
校
（
以
下
座
間
小
学
校
と
い
う
）
の

尋
常
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
座
間
小
学
校
の

尋
常
科
で
ミ
キ
を
担
当
し
た
鈴
木
利と

し

貞さ
だ

に
よ
れ
ば
、
教
科
書
以
外
に
も
、
本
を
数
え
き
れ

ぬ
ほ
ど
読
み
、
し
っ
か
り
と
し
た
意
見
を
持
っ
た
子
ど
も
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
鈴

鈴
木
利
貞

座
間
小
学
校
の
教
員
で
、
座

間
の
幼
年
会
を
始
め
た
人
。

「
郷
土
の
先
人
に
学
ぶ
」
の

第
一
話
（
５
ペ
ー
ジ
か
ら
）

参
照
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62高松ミキ

木
の
長
女
で
、
後
に
女
子
青
年
会
の
副
会
長
と
し
て
ミ
キ
を
助
け
た
伊い

澤ざ
わ

す
み
え
に
よ
る

と
、「
ミ
キ
は
、
父
の
教
え
子
の
中
で
も
、
理
想
に
一
番
か
な
っ
た
児
童
の
一
人
で
あ
っ
た

と
父
が
言
っ
て
い
た
」
そ
う
で
す
。

ミ
キ
は
、
鈴
木
利
貞
が
始
め
た
幼よ

う

年ね
ん

会か
い

に
も
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
成
長
し
て

い
く
過
程
を
身
を
も
っ
て
経
験
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
情
熱
を
持
っ
て
地
域
の
教
育
に
取

り
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し

く
家
に
暮
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
も
う
此
の
學
校
で
勉
強
す
る
日
も
今
日
限
り
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木
の
長
女
で
、
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子
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年
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副
会
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。

ミ
キ
は
、
鈴
木
利
貞
が
始
め
た
幼よ

う

年ね
ん

会か
い

に
も
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
成
長
し
て

い
く
過
程
を
身
を
も
っ
て
経
験
し
ま
し
た
。
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。
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あ
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あ
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※
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学

　

　
校
系
統
図
（
82
ペ
ー
ジ
）

　

　
を
参
照
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で
し
た
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９
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３
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。
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。
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。
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達
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ミ
キ
は
、
高
等
科
を
中
退
し
た
後
も
、
家
を
手
伝
い
な
が
ら
、
実
業
補
習
学
校
の
女
子

部
へ
通
い
、
さ
ら
に
研
究
科
に
も
進
み
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
自
分
の
置
か
れ
た
境

き
ょ
う

遇ぐ
う

に

も
負
け
ず
、
先
生
た
ち
の
も
と
で
、
意い

欲よ
く

を
も
っ
て
学
び
続
け
る
ミ
キ
に
新
た
な
道
が
開

か
れ
た
の
で
す
。

※
（
現
代
文
）

　
あ
く
ま
で
、
少
な
く
て
も

　

　
こ
の
学
校
の
た
め
に
な
っ

　
て
、
立
派
な
学
校
に
し
た

　

　
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
。

実
業
補
習
学
校

　

小
学
校
を
出
て
働
い
て
い
る

青
年
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
る
学
校
。
小
学
校
の
校
舎

を
使
い
、
教
え
る
の
は
小
学

校
の
先
生
。
三
年
制
で
、
そ

の
上
に
研
究
科
も
あ
る
。

農
作
業
が
少
な
く
な
る
農の
う

閑か
ん

期
（
一
～
三
月
）
に
開
か
れ
、

女
子
部
で
は
、
修し
ゅ
う
し
ん身、
国
語
、

算
術
、
農
業
と
と
も
に
女
子

の
み
の
科
目
で
あ
る
裁さ
い
ほ
う縫
、

家
政
の
授
業
も
行
わ
れ
て
い

た
。
授
業
料
は
な
し
。

か
と
思
と
、
僅わ
ず
かの
一
時
間
も
貴
く
思
はわ

れ
る
。

私
は
今
日
思
つ
た
。
私
は
も
う
此
の
學
校
を
退
く
の
で
あ
る
が
、
あ※
く
ま
で
も
此

の
學
校
の
爲た

め

に
少
く
も
な
つ
て
、
立り
っ

派ぱ

な
學
校
に
し
た
い
と
山
々
思
つ
て
居
る
。

私
が
こ
の
座
間
小
學
校
を
離
れ
る
と
離
れ
な
い
と
は
私
の
こ
れ
か
ら
の
心
次
第
で

あ
る
。
け
れ
ど
も
い
つ
ま
で
も
此
の
心
を
変
はわ

ら
せ
ず
に
此
の
學
校
の
爲
に
つ

く
さそ

う
と
思
ふ
。

あ
ゝ
、
い
つ
ま
で
も
此
の
學
校
を
離
れ
た
く
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年
三
月
二
十
二
日

　
高
一

　
高
松
ミ
キ
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小
学
校
の
代
用
教
員
に
な
る

大
正
八
年
（
１
９
１
９
年
）、
ミ
キ
が
二
十
一
歳
の
と
き
で
す
。
ミ
キ
は
、
熱
心
に
学
ぶ

姿し

勢せ
い

が
評
価
さ
れ
、
都つ

筑づ
き

郡
（
現
在
の
横
浜
市
）
の
尋
常
高
等
都つ

田だ

小
学
校
（
以
下
都
田

小
学
校
と
い
う
）
の
代
用
教
員
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
座
間
小
学
校
で
は
な
く
都
田
小
学

校
で
採
用
さ
れ
た
の
は
、
当
時
、
座
間
出
身
の
先
生
た
ち
が
都
筑
郡
の
小
学
校
に
勤き

ん

務む

し

て
い
て
、
彼
ら
が
ミ
キ
を
推す

い

薦せ
ん

し
た
と
い
う
背は
い

景け
い

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
当
時
、
小
学
校
の
教
員
に
な
る
た
め
に
は
、
師し

範は
ん

学
校
を
卒
業
す
る
か
資
格
試
験

に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
教
員
の
数
が
足
り
な
か
っ

た
の
で
、
旧
制
の
中
学
校
や
高
等
女
学
校
へ
行
っ
た
人
な
ど
を
中
心
に
、
読
み
書
き
や
学

問
が
で
き
る
地
元
の
人
を
代
用
教
員
と
し
て
採
用
す
る
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ミ
キ
は
、
小
学
校
高
等
科
中
退
、
す
な
わ
ち
小
学
校
卒
業
の
資
格
で
し
た
が
、
高
い
学

歴
を
も
っ
た
人
た
ち
と
同
等
な
人
物
だ
と
評
価
さ
れ
、
推
薦
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
、

ミ
キ
は
小
学
校
教
員
と
し
て
の
人
生
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
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薦
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。
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ミ
キ
は
、
高
等
科
を
中
退
し
た
後
も
、
家
を
手
伝
い
な
が
ら
、
実
業
補
習
学
校
の
女
子

部
へ
通
い
、
さ
ら
に
研
究
科
に
も
進
み
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
自
分
の
置
か
れ
た
境

き
ょ
う

遇ぐ
う

に

も
負
け
ず
、
先
生
た
ち
の
も
と
で
、
意い

欲よ
く

を
も
っ
て
学
び
続
け
る
ミ
キ
に
新
た
な
道
が
開

か
れ
た
の
で
す
。

※
（
現
代
文
）

　
あ
く
ま
で
、
少
な
く
て
も

　

　
こ
の
学
校
の
た
め
に
な
っ

　
て
、
立
派
な
学
校
に
し
た

　

　
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
。

実
業
補
習
学
校

　

小
学
校
を
出
て
働
い
て
い
る

青
年
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
る
学
校
。
小
学
校
の
校
舎

を
使
い
、
教
え
る
の
は
小
学

校
の
先
生
。
三
年
制
で
、
そ

の
上
に
研
究
科
も
あ
る
。

農
作
業
が
少
な
く
な
る
農の
う

閑か
ん

期
（
一
～
三
月
）
に
開
か
れ
、

女
子
部
で
は
、
修し
ゅ
う
し
ん身、
国
語
、

算
術
、
農
業
と
と
も
に
女
子

の
み
の
科
目
で
あ
る
裁さ
い
ほ
う縫

、

家
政
の
授
業
も
行
わ
れ
て
い

た
。
授
業
料
は
な
し
。

か
と
思
と
、
僅わ
ず
かの

一
時
間
も
貴
く
思
はわ

れ
る
。

私
は
今
日
思
つ
た
。
私
は
も
う
此
の
學
校
を
退
く
の
で
あ
る
が
、
あ※
く
ま
で
も
此

の
學
校
の
爲た

め

に
少
く
も
な
つ
て
、
立り
っ

派ぱ

な
學
校
に
し
た
い
と
山
々
思
つ
て
居
る
。

私
が
こ
の
座
間
小
學
校
を
離
れ
る
と
離
れ
な
い
と
は
私
の
こ
れ
か
ら
の
心
次
第
で

あ
る
。
け
れ
ど
も
い
つ
ま
で
も
此
の
心
を
変
はわ

ら
せ
ず
に
此
の
學
校
の
爲
に
つ

く
さそ

う
と
思
ふ
。

あ
ゝ
、
い
つ
ま
で
も
此
の
學
校
を
離
れ
た
く
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
年
三
月
二
十
二
日

　
高
一

　
高
松
ミ
キ
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さ
れ
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。
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で
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さ
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が
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を
代
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そ
し
て
、
三
年
後
の
大
正
十
一
年
（
１
９
２
２
年
）
三
月
に
、
ミ
キ
は
母
校
で
あ
る
座

間
小
学
校
へ
転
任
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
栗
原
小
学
校
が
座
間
小
学
校
に
合が

っ

併ぺ
い

さ
れ
、
栗

原
小
学
校
の
五
・
六
年
生
が
座
間
小
学
校
に
通
学
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
多
く
の
教
員
が
必

要
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

当
時
の
ミ
キ
に
つ
い
て
、『
皆
原
の
語

か
た
り

部べ

』
と
い
う
冊さ
っ

子し

に
、「
高
松
先
生
は
近
所
で
ミ

キ
ち
ゃ
ん
と
呼
ぶ
人
も
あ
っ
た
が
、
テ
キ
パ
キ
し
て
い
る
の
で
男
み
た
い
と
小
声
で
言
う

者
も
あ
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
よ
ほ
ど
、
し
っ
か
り
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

座
間
村
処し

ょ

女じ
ょ

会
の
会
長
に
就
し
ゅ
う

任に
ん

大
正
十
二
年
（
１
９
２
３
年
）
三
月
、
ミ
キ
は
、
座
間
小
学
校
の
校
長
か
ら
座
間
村
処

女
会
（
後
の
女
子
青
年
会
）
の
会
長
に
な
る
よ
う
に
依い

頼ら
い

さ
れ
ま
し
た
。
処
女
会
と
は
、

ま
だ
結け

っ

婚こ
ん

し
て
い
な
い
若
い
女
性
た
ち
の
組
織
で
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し
た
。
女

は
結け

っ

婚こ
ん

す
れ
ば
い
い
の
で
、
お
と
な
し
く
し
て
、
自

分
の
意
見
な
ど
は
持
た
な
く
て
も
よ
い
、
何
事
も
で

し
ゃ
ば
ら
な
い
と
い
う
当
時
の
な
ら
わ
し
が
影え

い

響き
ょ
うし

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
恥は

ず
か
し
が

る
年と

し

頃ご
ろ

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
話
す

と
き
も
下
を
向
い
て
ぼ
そ
ぼ
そ
し
ゃ
べ
っ
て
、
何
を

言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

女子青年会の役員たち（前列中央がミキ）
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そ
し
て
、
三
年
後
の
大
正
十
一
年
（
１
９
２
２
年
）
三
月
に
、
ミ
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母
校
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る
座

間
小
学
校
へ
転
任
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
栗
原
小
学
校
が
座
間
小
学
校
に
合が

っ

併ぺ
い

さ
れ
、
栗

原
小
学
校
の
五
・
六
年
生
が
座
間
小
学
校
に
通
学
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
多
く
の
教
員
が
必

要
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

当
時
の
ミ
キ
に
つ
い
て
、『
皆
原
の
語

か
た
り

部べ

』
と
い
う
冊さ
っ

子し

に
、「
高
松
先
生
は
近
所
で
ミ

キ
ち
ゃ
ん
と
呼
ぶ
人
も
あ
っ
た
が
、
テ
キ
パ
キ
し
て
い
る
の
で
男
み
た
い
と
小
声
で
言
う

者
も
あ
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
よ
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、
し
っ
か
り
し
て
い
た
の
で
し
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う
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女じ
ょ

会
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ゅ
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１
９
２
３
年
）
三
月
、
ミ
キ
は
、
座
間
小
学
校
の
校
長
か
ら
座
間
村
処

女
会
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後
の
女
子
青
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会
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会
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に
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る
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う
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頼ら
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た
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っ
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ま
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方
々
の

思
い
出
や
体
験
を
語
っ
た

『
物
語
集
』。平
成
九
年
発
行
。
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こ
の
ま
ま
で
は
、
処
女
会

は
駄だ

目め

に
な
る
と
感
じ
た

ミ
キ
は
、
本
来
の
目
的
が
果

た
せ
る
よ
う
に
働
く
決
意

を
し
ま
す
。
ミ
キ
は
、
ま

ず
、
十
五
の
地
区
で
役
員
を

二
人
ず
つ
選
び
だ
し
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
育
成
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
方
法
は
、
ミ
キ
が
小
学
校
の
と
き
に
鈴
木
利
貞
に
指
導
し
て
も
ら
っ
た
幼

年
会
の
組
長
制
度
と
同
じ
で
し
た
。

ミ
キ
は
、
月
二
回
の
役
員
会
議
で
、
会
の
発は

っ

展て
ん

は
役
員
一
人
一
人
の
自
覚
に
か
か
っ
て

い
る
と
語
り
か
け
ま
し
た
。
役
員
た
ち
は
ミ
キ
の
熱
い
思
い
に
共
鳴
し
、
自
ら
も
働
き
出

し
ま
し
た
。
次
に
、
ミ
キ
は
、
毎ま

い

晩ば
ん

の
よ
う
に
各
集
落
を
ま
わ
り
、
一い
っ

軒け
ん

一
軒
、
家
庭
を

組
長
制
度

「
郷
土
先
人
に
学
ぶ
」
第
一

話
（
21
ペ
ー
ジ
）
参
照
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訪
問
し
て
、「
大
切
な
娘む
す
めさ
ん
な
れ
ば
こ
そ
、
立
派
な
女
性
に
育
て
上
げ
る
た
め
に
、
定
期

的
に
会
に
出
席
さ
せ
て
欲ほ

し
い
。
そ
の
た
め
に
、
家
の
仕
事
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
よ
う
な

こ
と
は
決
し
て
さ
せ
ま
せ
ん
。」

と
説
得
し
た
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

は
、
教
員
の
仕
事
を
終
え
て
か
ら
行
っ

た
た
め
、
夜
遅お

そ

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
の
父
兄
会
や
母
子
会
で

も
、
会
の
活
動
へ
の
理
解
を
訴う

っ
た
え
ま
し

た
。
や
が
て
、
ミ
キ
の
熱
心
な
態
度
に
親

た
ち
も
心
を
動
か
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

な
お
、
翌よ

く

年ね
ん

の
大
正
十
三
年
（
１
９
２
４

年
）
に
、
処
女
会
は
座
間
村
女
子
青
年
会

と
名め

い
し
ょ
う称を
改
め
て
い
ま
す
。
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育
て
上
げ
る
た
め
に
、
定
期

的
に
会
に
出
席
さ
せ
て
欲ほ

し
い
。
そ
の
た
め
に
、
家
の
仕
事
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
よ
う
な

こ
と
は
決
し
て
さ
せ
ま
せ
ん
。」

と
説
得
し
た
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

は
、
教
員
の
仕
事
を
終
え
て
か
ら
行
っ

た
た
め
、
夜
遅お

そ

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
の
父
兄
会
や
母
子
会
で

も
、
会
の
活
動
へ
の
理
解
を
訴う

っ
た

え
ま
し

た
。
や
が
て
、
ミ
キ
の
熱
心
な
態
度
に
親

た
ち
も
心
を
動
か
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

な
お
、
翌よ

く

年ね
ん

の
大
正
十
三
年
（
１
９
２
４

年
）
に
、
処
女
会
は
座
間
村
女
子
青
年
会

と
名め

い
し
ょ
う称を
改
め
て
い
ま
す
。
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68高松ミキ

こ
の
ま
ま
で
は
、
処
女
会

は
駄だ

目め

に
な
る
と
感
じ
た

ミ
キ
は
、
本
来
の
目
的
が
果

た
せ
る
よ
う
に
働
く
決
意

を
し
ま
す
。
ミ
キ
は
、
ま

ず
、
十
五
の
地
区
で
役
員
を

二
人
ず
つ
選
び
だ
し
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
育
成
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
方
法
は
、
ミ
キ
が
小
学
校
の
と
き
に
鈴
木
利
貞
に
指
導
し
て
も
ら
っ
た
幼

年
会
の
組
長
制
度
と
同
じ
で
し
た
。

ミ
キ
は
、
月
二
回
の
役
員
会
議
で
、
会
の
発は

っ

展て
ん

は
役
員
一
人
一
人
の
自
覚
に
か
か
っ
て

い
る
と
語
り
か
け
ま
し
た
。
役
員
た
ち
は
ミ
キ
の
熱
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思
い
に
共
鳴
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出
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ま
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た
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ミ
キ
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い
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ん
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落
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ま
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り
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っ
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ん

一
軒
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家
庭
を

組
長
制
度

「
郷
土
先
人
に
学
ぶ
」
第
一

話
（
21
ペ
ー
ジ
）
参
照
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70高松ミキ

　

飛ひ

躍や
く

す
る
座
間
村
女
子
青
年
会
の
活
動

ミ
キ
は
役
員
た
ち
の
協
力
を
得
て
、
多
く
の
活
動
を
計
画
し
、
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
会
が
活
動
す
る
の
に
必
要
な
お
金
を
作
る
た
め
、
会
員
各
自
が
毎
月
十
銭
を
郵
便

局
に
貯
金
し
ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事
着
の
仕
立
て
や
弁
当
作
り
、
蛾が

育い
く

と
い
う
養よ
う

蚕さ
ん

な
ど

を
共
同
し
て
行
い
、
そ
こ
か
ら
得
た
お
金
を
積
み
立
て
ま
し
た
。
弁
当
作
り
は
家
庭
料
理

の
参
考
に
も
な
り
、
栄
養
指
導
に
も
な
り
ま
し
た
。
大

山
登
山
、
か
る
た
会
、
針
供く

養よ
う

、
月
見
の
会
、
雛ひ
な

祭ま
つ
り、

食
材
を
も
ち
よ
っ
て
料
理
を
研
究
す
る
「
一
品
会
」
な

ど
の
、
会
員
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
催も

よ
おし
も
多
く
行
わ

れ
ま
し
た
。
教
養
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
講
演
会
、

談
話
会
、
研
究
発
表
会
、
読
書
会
な
ど
を
開
き
、
工
場

や
新
聞
社
の
見
学
会
も
実じ

っ

施し

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活

十
銭

百
銭
＝
一
円
。
現
在
の
お
金

の
価
値
に
す
る
と
、
二
百
円

く
ら
い
。

昭
和
元
年
当
時
、
米
十
キ
ロ

で
三
円
二
十
銭
（
現
在
は

四
千
円
程
度
）、
ま
た
山
手

線
初
乗
り
は
五
銭
（
現
在
は

百
三
十
三
円
）。

蛾
育

　

村
内
の
蚕さ
ん
し
ゅ
か

種
家
に
蚕か
い
この
卵
が

つ
い
た
蚕
種
紙
を
寄
付
し
て

も
ら
い
、
そ
の
蚕
種
紙
を
各

会
員
に
三
枚
ず
つ
配
布
し
、

養
蚕
の
研
究
を
兼
ね
て
蚕
を

飼
育
し
繭ま
ゆ

を
収
し
ゅ
う

穫か
く

し
た
。
収

穫
し
た
繭
の
一
部
を
積
み
立

て
資
金
と
し
た
。

針
供
養

裁さ
い

縫ほ
う

に
よ
っ
て
折
れ
た
り
曲

が
っ
た
り
し
た
針
を
、
近
く

の
神
社
に
納
め
、
供く

養よ
う

す
る

行
事
。

蛾育の風景
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71 座間村女子青年会を育てる

動
は
、
会
員
の
出
席
率
を
高
め
る
の
に
役
立
ち
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
会か

い

誌し

『
あ
を
雲
』
を
自
分
た
ち
で
発
行
し
ま
し
た
。
時
事
問
題
に
つ
い
て
の

討と
う

論ろ
ん

、
家
事
の
実
用
記
事
、
自
分
た
ち
の
思

い
や
夢
を
表
現
し
た
詩
や
歌
と
い
う
よ
う
に

盛も

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。
後
に
会
を

取
材
し
た
婦
人
雑
誌
の
記
者
は
、
会
誌
の
内

容
の
豊
か
さ
だ
け
で
な
く
、
特
に
会
誌
を
女

性
た
ち
だ
け
で
立
派
に
刊
行
し
て
い
る
こ
と

を
称
賛
し
て
い
ま
す
。
他
に
、
地
域
と
の
き

ず
な
を
深
め
る
敬け

い

老ろ
う

会
の
開か
い

催さ
い

、
戦
死
し
た
人
々
を
祀ま
つ

っ
た
忠ち
ゅ
う
こ
ん
ひ

魂
碑
の
お
参
り
、
神
社
か

ら
村
へ
つ
な
が
る
道
路
の
掃そ

う

除じ

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
自
主
的
に
活
動
す
る
、
皆み

な

で
協
力
す
る
、
自
分
た
ち
で
会
の
資
金
を
生

み
出
す
、修
養
に
は
げ
む
、会
員
の
親し

ん

睦ぼ
く

を
深
め
る
、地
域
の
た
め
に
役
に
立
と
う
と
す
る
、

会誌『あを雲』

『
あ
を
雲
』

写
真
は
昭
和
四
年（
１
９
２
９

年
）十
二
月
発
行
の
第
三
号
。

こ
の
中
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

こ
の
年
の
行
事
予
定
は
、

イ

　
講
習
会
、

ロ

　
講
演
会
、

ハ

　
見
学
旅
行
、

ニ

　
蛾
育
（
養
蚕
）、

ホ

　
会
旗
調
整
、

ヘ

　
運
動
会
、

ト

　
読
書
奨
励
、

チ

　
娯
楽
会
、

リ

　
総
集
会
、

ヌ

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
刊
行

ま
た
、
内
容
を
読
ん
で
い
く

と
、
国
や
県
の
方
針
に
則
っ

て
活
動
を
進
め
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
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月
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（
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（
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円
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収
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縫ほ
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自
分
た
ち
で
会
誌
を
発
行
す
る
、と
い
っ
た
方
針
は
、幼
年
会
の
活
動
と
共
通
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
心
を
一
つ
に
す
る
活
動

会
の
運
営
を
活
発
に
す
る
た
め
に
は
、
解
決
す
る
べ
き
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

会
員
の
服ふ

く

装そ
う

が
華か

美び

に
な
っ
て
、
経け
い

済ざ
い

的
に
苦
し
い
家
庭
の
者
は
会
に
出
に
く
く
な
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
ミ
キ
は
会
合
に
は
質
素
な
木
綿
の
着
物
を
着
て
く
る
こ
と
を
奨

し
ょ
う

励れ
い

し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
会
員
が
同
じ
服
を
身
に
つ
け
て
、
お
互
い
に
励は

げ

ま
し
合
い
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
会
員
の
提
案
か
ら
、
女
子
青
年
会
の
会
服
を
安
い
費
用
で
作
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
三
年
（
１
９
２
８
年
）、
つ
い
に
「
座
女
」
と
小
さ
く
染そ

め
出
し
た
木
綿
の

着
物
の
会
服
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総
会
で
皆
が
揃そ

ろ

っ
て
着
た
と
き
に
は
、
ミ
キ

は
喜
び
に
涙な

み
だを
流
し
た
そ
う
で
す
。
地
味
な
会
服
で
し
た
が
、
こ
れ
こ
そ
が
座
間
の
女
子

青
年
会
の
姿す

が
ただ
と
、
会
員
は
誇ほ
こ

り
に
思
っ
た
の
で
し
た
。
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共
同
作
業
な
ど
で
積
み
立
て
た
資
金
で
、
昭
和
七
年
（
１
９
３
２
年
）
に
は
、
会
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
会
旗
も
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
が
結
婚
す
る
時
は
、
会
の
マ
ー
ク

が
入
っ
た
風ふ

呂ろ

敷し
き

を
結
婚
祝
い
と
し
て
贈お
く

り
ま
し
た
。「
悲
し
み
も
、
苦
し
み
も
ど
う
ぞ
こ

の
風
呂
敷
に
し
っ
か
り
包
ん
で
辛し

ん

抱ぼ
う

し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
結
婚
し
て
出
て
い
く
会
員
を
、
皆
で
村
の
境
ま
で
見
送
り
ま
し
た
。

会
員
が
病
気
に
な
れ
ば
お
見み

舞ま

い
を
し
、
亡
く
な
れ
ば
葬そ
う

式し
き

に
参
列
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
活
動
に
よ
っ
て
、
会
員
の
心
は
一
つ
に
な
り
、
お
互
い
が
姉
妹
以
上
の
親
し
さ
を
持
ち

ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
員
た
ち
は
積
極
的
に
行
動
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

全
国
に
名
を
知
ら
れ
る
ミ
キ
と
座
間
村
女
子
青
年
会

座
間
村
女
子
青
年
会
は
、
こ
う
し
て
会
員
間
の
き
ず
な
を
強
め
な
が
ら
、
順
調
に
活
動

を
発は

っ

展て
ん

さ
せ
、
約
二
六
〇
名
の
会
員
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
優す
ぐ

れ
た
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
県
や
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

全
国
に
名
を
知
ら
れ
る
ミ
キ
と
座
間
村
女
子
青
年
会

座
間
村
女
子
青
年
会
は
、
こ
う
し
て
会
員
間
の
き
ず
な
を
強
め
な
が
ら
、
順
調
に
活
動

を
発は

っ

展て
ん

さ
せ
、
約
二
六
〇
名
の
会
員
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
優す
ぐ

れ
た
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
県
や
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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72高松ミキ

自
分
た
ち
で
会
誌
を
発
行
す
る
、と
い
っ
た
方
針
は
、幼
年
会
の
活
動
と
共
通
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
心
を
一
つ
に
す
る
活
動

会
の
運
営
を
活
発
に
す
る
た
め
に
は
、
解
決
す
る
べ
き
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

会
員
の
服ふ

く

装そ
う

が
華か

美び

に
な
っ
て
、
経け
い

済ざ
い

的
に
苦
し
い
家
庭
の
者
は
会
に
出
に
く
く
な
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
ミ
キ
は
会
合
に
は
質
素
な
木
綿
の
着
物
を
着
て
く
る
こ
と
を
奨

し
ょ
う

励れ
い

し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
会
員
が
同
じ
服
を
身
に
つ
け
て
、
お
互
い
に
励は

げ

ま
し
合
い
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
会
員
の
提
案
か
ら
、
女
子
青
年
会
の
会
服
を
安
い
費
用
で
作
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
三
年
（
１
９
２
８
年
）、
つ
い
に
「
座
女
」
と
小
さ
く
染そ

め
出
し
た
木
綿
の

着
物
の
会
服
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総
会
で
皆
が
揃そ

ろ

っ
て
着
た
と
き
に
は
、
ミ
キ

は
喜
び
に
涙な

み
だを
流
し
た
そ
う
で
す
。
地
味
な
会
服
で
し
た
が
、
こ
れ
こ
そ
が
座
間
の
女
子

青
年
会
の
姿す

が
ただ
と
、
会
員
は
誇ほ
こ

り
に
思
っ
た
の
で
し
た
。
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共
同
作
業
な
ど
で
積
み
立
て
た
資
金
で
、
昭
和
七
年
（
１
９
３
２
年
）
に
は
、
会
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
会
旗
も
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
が
結
婚
す
る
時
は
、
会
の
マ
ー
ク

が
入
っ
た
風ふ

呂ろ

敷し
き

を
結
婚
祝
い
と
し
て
贈お
く

り
ま
し
た
。「
悲
し
み
も
、
苦
し
み
も
ど
う
ぞ
こ

の
風
呂
敷
に
し
っ
か
り
包
ん
で
辛し

ん

抱ぼ
う

し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
結
婚
し
て
出
て
い
く
会
員
を
、
皆
で
村
の
境
ま
で
見
送
り
ま
し
た
。

会
員
が
病
気
に
な
れ
ば
お
見み

舞ま

い
を
し
、
亡
く
な
れ
ば
葬そ
う

式し
き

に
参
列
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
活
動
に
よ
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て
、
会
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の
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は
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に
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、
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74高松ミキ

昭
和
二
年
（
１
９
２
７
年
）
七

月
に
、
ミ
キ
は
女
子
青
年
会
の
活

動
の
発
展
に
貢こ

う

献け
ん

し
た
た
め
に
、

県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
恩
師
で
あ
る
鈴
木
利
貞
も

こ
の
時
に
一い

っ

緒し
ょ

に
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ミ
キ
は
高
座
郡
の

連
合
女
子
青
年
会
の
会
長
に
就
任

し
、
後
に
は
県
連
合
女
子
青
年
会

の
理
事
に
も
つ
き
ま
し
た
。
座
間

村
女
子
青
年
会
も
模
範
女
子
青
年

会
と
し
て
県
知
事
か
ら
表
彰
さ

れ
、
県
下
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
て

会服を着て勢揃いした座間女子青年会員（前列に写っているのが会旗。）

県
知
事
表
彰

「
郷
土
の
先
人
に
学
ぶ
」
第

一
話
（
24
ペ
ー
ジ
）
参
照
。
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75 座間村女子青年会を育てる

い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
五
年
（
１
９
３
０
年
）
に
は
、
女
子
青
年
会
は
文
部
大
臣
か

ら
も
「
全
国
模
範
女
子
青
年
会
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

座
間
村
女
子
青
年
会
の
名
声
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
県
外
か
ら
も
視
察
団
が
訪
れ
る
よ

う
に
な
り
、
や
が
て
遠
い
満
州
国
か
ら
も
来
ま
し
た
。
会
員
た
ち
は
皆
で
、
手
作
り
の
お

菓
子
や
食
事
で
、
視
察
に
来
た
方
々
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

会
長
を
辞
任
し
た
ミ
キ

女
子
青
年
会
が
発
展
す
る
一
方
で
、
ミ
キ
に
悲
し
い
こ
と
が
起
き
ま
し
た
。
ミ
キ
の
母

親
が
昭
和
四
年
（
１
９
２
９
年
）
一
月
に
亡
く
な
っ
た
の
で
す
。
母
親
の
突と

つ

然ぜ
ん

の
死
は
、

ミ
キ
に
と
っ
て
、
自
分
を
支
え
て
い
た
糸
が
突
然
切
れ
た
よ
う
な
で
き
ご
と
で
し
た
。
ミ

キ
の
心
の
痛い

た

手で

は
大
き
く
、
女
子
青
年
会
の
会
長
を
辞
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

会
員
か
ら
「
辞
任
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
熱
心
に
ひ
き
と
め
ら
れ
た
た
め
、
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

満
州
国

日
本
が
満
州
事
変
に
よ
っ

て
占
領
し
た
中
国
東
北
部

に
つ
く
り
あ
げ
た
国
家
。

１
９
３
２
年
か
ら
１
９
４
５

年
ま
で
存
在
し
た
。
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一
月
に
亡
く
な
っ
た
の
で
す
。
母
親
の
突と

つ

然ぜ
ん

の
死
は
、

ミ
キ
に
と
っ
て
、
自
分
を
支
え
て
い
た
糸
が
突
然
切
れ
た
よ
う
な
で
き
ご
と
で
し
た
。
ミ

キ
の
心
の
痛い

た

手で

は
大
き
く
、
女
子
青
年
会
の
会
長
を
辞
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

会
員
か
ら
「
辞
任
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
熱
心
に
ひ
き
と
め
ら
れ
た
た
め
、
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

満
州
国

日
本
が
満
州
事
変
に
よ
っ

て
占
領
し
た
中
国
東
北
部

に
つ
く
り
あ
げ
た
国
家
。

１
９
３
２
年
か
ら
１
９
４
５

年
ま
で
存
在
し
た
。
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74高松ミキ

昭
和
二
年
（
１
９
２
７
年
）
七

月
に
、
ミ
キ
は
女
子
青
年
会
の
活

動
の
発
展
に
貢こ

う

献け
ん

し
た
た
め
に
、

県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
恩
師
で
あ
る
鈴
木
利
貞
も

こ
の
時
に
一い

っ

緒し
ょ

に
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ミ
キ
は
高
座
郡
の

連
合
女
子
青
年
会
の
会
長
に
就
任

し
、
後
に
は
県
連
合
女
子
青
年
会

の
理
事
に
も
つ
き
ま
し
た
。
座
間

村
女
子
青
年
会
も
模
範
女
子
青
年

会
と
し
て
県
知
事
か
ら
表
彰
さ

れ
、
県
下
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
て

会服を着て勢揃いした座間女子青年会員（前列に写っているのが会旗。）

県
知
事
表
彰

「
郷
土
の
先
人
に
学
ぶ
」
第

一
話
（
24
ペ
ー
ジ
）
参
照
。
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75 座間村女子青年会を育てる

い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
五
年
（
１
９
３
０
年
）
に
は
、
女
子
青
年
会
は
文
部
大
臣
か

ら
も
「
全
国
模
範
女
子
青
年
会
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

座
間
村
女
子
青
年
会
の
名
声
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
県
外
か
ら
も
視
察
団
が
訪
れ
る
よ

う
に
な
り
、
や
が
て
遠
い
満
州
国
か
ら
も
来
ま
し
た
。
会
員
た
ち
は
皆
で
、
手
作
り
の
お

菓
子
や
食
事
で
、
視
察
に
来
た
方
々
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

会
長
を
辞
任
し
た
ミ
キ

女
子
青
年
会
が
発
展
す
る
一
方
で
、
ミ
キ
に
悲
し
い
こ
と
が
起
き
ま
し
た
。
ミ
キ
の
母

親
が
昭
和
四
年
（
１
９
２
９
年
）
一
月
に
亡
く
な
っ
た
の
で
す
。
母
親
の
突と

つ

然ぜ
ん

の
死
は
、

ミ
キ
に
と
っ
て
、
自
分
を
支
え
て
い
た
糸
が
突
然
切
れ
た
よ
う
な
で
き
ご
と
で
し
た
。
ミ

キ
の
心
の
痛い

た

手で

は
大
き
く
、
女
子
青
年
会
の
会
長
を
辞
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

会
員
か
ら
「
辞
任
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
熱
心
に
ひ
き
と
め
ら
れ
た
た
め
、
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

満
州
国

日
本
が
満
州
事
変
に
よ
っ

て
占
領
し
た
中
国
東
北
部

に
つ
く
り
あ
げ
た
国
家
。

１
９
３
２
年
か
ら
１
９
４
５

年
ま
で
存
在
し
た
。
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76高松ミキ

三
年
後
の
昭
和
七
年
（
１
９
３
２
年
）
三
月
に
、
ミ
キ
は
座
間
小
学
校
の
教
師
を
退
職

し
ま
し
た
。
ミ
キ
は
代
用
教
員
だ
っ
た
の
で
、
資
格
試
験
を
受
け
て
教
員
免め

ん

許き
ょ

状
を
得
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
女
子
青
年
会
を
指
導
し
な
が
ら
資
格
試
験
の
勉
強
を
す
る

こ
と
は
難む

ず
かし

か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
女
子
青
年
会
の
会
長
の
職
も
、
後
任
が
決
ま
っ
た
た
め
、
同
じ
年
の
八
月
に

は
辞
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ミ
キ
の
胸
の
な
か
に
は
、
会
長
と
し
て
や
る

べ
き
こ
と
は
す
べ
て
や
り
終
え
た
と
い
う
、
満
足
感
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

女
子
青
年
会
か
ら
は
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
い
つ
も
母

親
の
よ
う
に
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
心
を
配
っ
て
指
導
し
た
、
ミ
キ
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
捧さ

さ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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77 座間村女子青年会を育てる

（
現
代
文
）

大
正
十
二
年
三
月
座
間
村
女
子
青

年
会
の
会
長
に
な
っ
て
以
来
今
年

の
八
月
ま
で
の
十
年
間
、
赤
ち
ゃ

ん
を
育
て
る
母
親
の
よ
う
に
行
き

届
い
た
世
話
と
優
し
い
ま
な
ざ
し

で
、
昼
も
夜
も
熱
心
に
私
た
ち
を

指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先

生
の
う
そ
偽
り
の
な
い
言
動
の
一

つ
一
つ
は
や
が
て
会
の
血
と
な
り

肉
と
な
り
、
会
も
一
躍
県
内
有
数

の
女
子
青
年
会
に
並
ぶ
ま
で
に
発

展
し
、
ほ
め
ら
れ
る
こ
と
も
数
回

に
及
び
ま
し
た
。
私
た
ち
女
子
青

年
は
、
先
生
の
も
と
で
、
真
面
目

で
穏
や
か
な
良
い
気
風
を
養
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
座
間
女
子
青
年

会
は
今
日
名
実
と
も
に
素
晴
ら
し

い
団
体
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

今
振
り
返
る
と
先
生
の
奮
闘
の
後

を
見
て
、
新
た
に
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
こ
れ
か

ら
も
先
生
の
心
を
心
と
し
、
先
生

の
歩
み
を
歩
み
と
す
る
こ
と
で
、

正
し
く
進
む
こ
と
が
で
き
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

先
生
の
ご
退
職
に
あ
た
り
、
鏡
台

と
電
気
ス
タ
ン
ド
を
贈
り
、
会
員

一
同
謹
ん
で
心
よ
り
感
謝
の
気
持

ち
を
表
し
ま
す
。

　
昭
和
七
年
十
月
十
三
日

　
座
間
村
女
子
青
年
会

　
　
高
松

　
ミ
キ

　
殿
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後
の
昭
和
七
年
（
１
９
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２
年
）
三
月
に
、
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キ
は
座
間
小
学
校
の
教
師
を
退
職

し
ま
し
た
。
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キ
は
代
用
教
員
だ
っ
た
の
で
、
資
格
試
験
を
受
け
て
教
員
免め

ん

許き
ょ

状
を
得
る

こ
と
が
期
待
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れ
ま
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た
が
、
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を
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し
な
が
ら
資
格
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の
勉
強
を
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る

こ
と
は
難む

ず
かし
か
っ
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よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
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子
青
年
会
の
会
長
の
職
も
、
後
任
が
決
ま
っ
た
た
め
、
同
じ
年
の
八
月
に

は
辞
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ミ
キ
の
胸
の
な
か
に
は
、
会
長
と
し
て
や
る

べ
き
こ
と
は
す
べ
て
や
り
終
え
た
と
い
う
、
満
足
感
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

女
子
青
年
会
か
ら
は
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
い
つ
も
母

親
の
よ
う
に
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
心
を
配
っ
て
指
導
し
た
、
ミ
キ
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
捧さ

さ

げ
ら
れ
て
い
ま
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で
、
昼
も
夜
も
熱
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に
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の
う
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の
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の
一
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一
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、
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ら
れ
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。
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で
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。
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、
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間
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は
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も
に
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と
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言
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る
ま

で
に
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。
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と
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の
奮
闘
の
後

を
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、
新
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に
思
う
こ
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が
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す
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は
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ら
も
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の
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し
、
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の
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と
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る
こ
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で
、
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進
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こ
と
が
で
き
る
と
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の
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退
職
に
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り
、
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台

と
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今
に
受
け
継つ

が
れ
る
ミ
キ
の
心

座※

間
村
女
子
青
年
会
は
ミ
キ
を
追つ
い

悼と
う

す
る
冊
子
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
多
く

の
人
々
が
文
章
を
寄
せ
、
ミ
キ
の
死
を
悼い

た

み
、
そ
の
人ひ
と

柄が
ら

や
行
い
を
讃た
た

え
ま
し
た
。
女
子

青
年
会
の
会
員
は
、「
誠せ

い

実じ
つ

で
純
じ
ゅ
ん

粋す
い

な
性
格
で
あ
っ
た
、
信
じ
る
道
を
真
っ
す
ぐ
に
進
み
、

常
に
教
育
者
と
し
て
活
動
を
行
っ
た
」
と
書
き
ま
し
た
。
書
道
塾
の
教
え
子
に
関
し
て
は
、

「
ど
ん
な
習
字
嫌ぎ

ら

い
の
子
ど
も
で
も
、
一
度
お
稽け
い

古こ 

を
受
け
る
と
、
次
の
お
稽
古
を
待
ち

兼か

ね
る
よ
う
に
な
る
」、
ま
た
「
習
字
が
好
き
に
な
る
と
同
時
に
、
こ
の
先
生
が
好
き
で
好

き
で
た
ま
ら
な
く
な
る
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。教
育
者
と
い
う
職
業
は
、ミ
キ
の
天
職
だ
っ

た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
友
人
か
ら
は
、
お
茶
目
な
一
面
や
歌か

舞ぶ

伎き

、
長な
が

唄う
た

、
文ぶ
ん

楽ら
く

が
好
き
だ
っ
た
こ
と
、
お
い
し
い
物
に
目
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
明
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

ミ
キ
は
、雑
誌
な
ど
で「
熱
と
愛
の
女
史
」と
あ
だ
名
さ
れ
る
ほ
ど
の
情
熱
と
愛
情
を
持
っ

て
活
動
に
打
ち
込
み
、
座
間
の
女
子
青
年
の
意
識
を
高
め
、
女
子
青
年
が
自
ら
向
上
す
る

※	

昭
和
十
六
年
よ
り
女
子
青

　

	

年
会
は
、
女
子
青
年
団
に

変
わ
っ
て
い
る
。

追
悼

死
者
の
生
前
を
し
の
び
、
そ

の
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80高松ミキ

よ
う
に
導
き
ま
し
た
。

ミ
キ
の
ま
っ
す
ぐ
な
心
は
、
鈴
木
利
貞
を
は
じ
め
と
す
る
座
間
の
教
育
者
た
ち
に
よ
っ

て
豊
か
に
育
ま
れ
、
地
域
の
教
育
に
貢
献
す
る
活
動
の
み
な
も
と
と
な
り
ま
し
た
。
ミ
キ

の
豊
か
な
心
は
、
座
間
の
小
学
校
の
児
童
や
中
学
校
の
生
徒
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。
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81 座間村女子青年会を育てる
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